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世
界
は
ひ
と
つ

と
も
に
築
こ
う
　
友
情
の
輪
を

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
会
長

五
月
八
日
に
行
わ
れ
た
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
理

事
会
に
お
い
て
、
平
成
十
一
・
十
二
年
度
の
会
長
が

決
ま
日
ソ
ま
し
た
。
こ
の
度
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
池
本
正
夫
氏
に
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
協
会
員
の
皆
様
方
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
宇
治
市
国

際
親
善
協
会
の
会
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
方
都
市
に
お
け
る
国
際
化
へ

の
世
論
の
高
ま
り
と
国
際
交
流
に

対
す
る
市
民
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ

る
中
で
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
が
設
立
さ

れ
、
今
日
ま
で
所
期
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
幅
広
い
事
業
を
展
開

し
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
り
わ
け
谷
岡
前
会
長
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
協
会
設
立
当
初
か

ら
会
長
と
し
て
、
友
好
都
市
と
の

橋
渡
し
や
市
民
問
の
草
の
根
交
流

事
業
の
促
進
に
、
そ
の
先
頭
に
立
っ

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
今
日
の
宇

治
市
に
お
け
る
国
際
交
流
の
礎
を

築
い
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
に
改
め
て
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

人
と
人
、国

と
国
と
の
共
生

い
ま
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

ば
か
り
で
な
く
、
政
治
経
済
、
環

境
問
題
あ
る
い
は
情
報
・
産
業
活

動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

池
　
本
　
正
　
夫

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
際
立
ち
、
そ
の

広
が
り
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
、
世
界
を
見
ず
し
て
、
地
域
を

語
れ
な
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
と

思
う
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
に
私
た
ち
の
市
民
生

活
の
中
に
国
際
化
の
波
が
確
実
に

押
し
寄
せ
、
反
対
に
私
た
ち
の
考

え
や
行
動
が
世
界
に
発
信
さ
れ
、

国
際
社
会
を
動
か
す
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
確
信
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
さ
に
隔
た
り
の
な
い
世
界
…

世
界
は
ひ
と
つ
の
時
代
の
到
来
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
人
と

人
、
国
と
国
の
対
立
を
戒
め
、
友

情
の
輪
の
無
限
の
広
が
り
に
期
待

を
寄
せ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
宇
治
市
国
際
親

善
協
会
が
小
さ
い
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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＊

　

＊
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私
は
、
谷
岡
前
会
長
の
後
任
と

し
て
、
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
谷
岡

前
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
方

や
多
く
の
市
民
の
方
々
に
よ
っ
て

育
ん
で
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
宇
治
市
に
お
け
る
活
発
な
国
際

交
流
を
隆
々
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に

国
際
社
会
に
お
け
る
宇
治
市
国
際

親
善
協
会
の
限
り
な
い
存
在
意
義

を
追
及
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
に

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
認
識

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
平
成
九
年
十
二
月
ま
で

の
四
期
十
六
年
間
、
宇
治
市
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
間

国
際
交
流
を
市
政
推
進
の
重
要
な

柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の

原
点
の
気
持
ち
を
今
一
度
恩
い
起

こ
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
協
会
員

の
皆
様
方
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ

て
、
宇
治
市
の
国
際
交
流
施
策
の

中
核
的
な
担
い
手
で
あ
り
ま
す
宇

治
市
国
際
親
善
協
会
の
会
長
の
職

務
に
専
念
し
て
ま
い
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

協
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

久
保
田
市
長
様
並
び
に
市
当
局
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。腰

．
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平
成
十
一
年
度
総
会

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
平
成

十
一
年
度
総
会
が
、
五
月
八
日
に

宇
治
市
役
所
八
階
大
会
議
室
で
開

か
れ
、
一
六
九
名
（
う
ち
委
任
状

出
席
一
三
八
名
、
会
員
数
二
七
〇

名
）
　
の
出
席
の
も
と
、
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
議
案
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

ま
ず
、
平
成
十
年
度
事
業
報
告

案
お
よ
び
収
支
決
算
案
が
あ
わ
せ

て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
十
一
年
度
事
業
計

画
案
お
よ
び
予
算
案
が
あ
わ
せ
て

審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
計
画
と
予
算
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。
（
詳
し
い
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。
）

こ
の
中
で
、
現
在
宇
治
市
の
友
好

都
市
で
あ
る
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、

威
陽
市
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
加

え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
都
市
と

の
交
流
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て
市
民

の
皆
様
が
も
っ
と
気
軽
に
国
際
交

流
で
き
る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
と

い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
協
会
は
こ
れ
ら
の
貴
重
な
意

見
や
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
よ
り

多
く
の
会
員
の
皆
様
が
外
国
都
市

と
親
善
・
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
平
成
十
一
・
十
二
年

度
の
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
二

十
七
名
の
理
事
と
二
名
の
監
事
を

選
出
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
い

て
、
会
長
に
前
宇
治
市
長
の
池
本

正
夫
氏
、
副
会
長
に
中
川
意
次
氏
、

上
林
春
松
氏
、
城
島
健
治
氏
（
以

上
、
再
任
）
、
長
束
元
和
氏
　
（
新

任
）
　
の
四
民
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
長
年
に
わ

た
り
当
協
会
会
長
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
谷
岡
武
雄
氏
の
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
『
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
　
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

の
町
」
北
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ロ
ー

ナ
』
と
超
し
、
同
氏
が
実
際
に
見

て
こ
ら
れ
た
美
し
い
恋
の
街
を
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
て
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。「

皆
さ
ん
、
恋
を
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
」
　
で
始
め
ら
れ
、

参
加
者
一
同
初
恋
時
代
を
恩
い
出

し
た
り
、
一
度
行
っ
て
み
た
い
な

と
感
じ
た
す
ば
ら
し
い
内
容
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

総
会
の
中
で
従
来
の
　
「
顧
問
」

を
廃
止
し
新
た
に
「
名
誉
会
員
」

を
置
く
と
い
う
規
約
の
改
正
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。総

会
な
ら
び
に
理
事
会
で
選
出
・

承
認
さ
れ
た
平
成
十
一
・
十
二
年

度
の
役
員
の
皆
様
は
次
の
方
々
で

す
。
二
十
一
世
紀
の
国
際
交
流
に

向
け
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
（
敬
称
略
　
順
不
同
）

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

副
会
長

関理城中
島川

意
次

健
治

事
誠
一

久
保
田
　
勇

小
牧
　
直
人
　
　
谷
岡
　
武
雄

会
　
　
長

池
本
　
正
夫

笠
嶋
　
教
瑞

長
村
　
隆
造

加
藤
　
吉
辰

池
本
　
楢
秀

大
川
　
　
優

吉
田
　
利
一

古
川
　
宏
司

塚
本
　
　
樹

宇
野
道
之
助

阪
本
　
　
要

監
　
　
蕩

平
田
　
泰
彦

上
林
　
春
松

長
束
　
元
和

下
岡
　
修
吾

岩
田
　
清
孝

曽
谷
　
和
子

照
喜
名
邦
保

前
川
　
桂
子

清
水
　
哲
男

杉
本
　
貞
雄

伊
藤
　
宗
悔

菱
田
　
俊
子

下
岡
矢
市
郎

今
川
　
　
博

高
保
　
　
博

長

新
谷
　
　
昭

平成11年度宇治市国際親善協会予算
収入の部

項　 目 当初予 算 額 説　　　　　　　 明

1 会　 費 78 7，000

1 個 人会 員　　 ＠　 2，000 ×2 11 口　　　 422 ，0 00

2 団体会 員　　 ＠　 5，000 ×　27 口　　　 135 ，0 00

3 法 人会 員　　 ＠ 10，000 ×　22 口　　　 220 ，0 00

4 過 年度 分　　　　　　　　　　　　　　 10，的 0

2 補 助金 2，000 ，000
1 宇 治市 補 助金　　　　　　　　　　　 500 月00

2 訪 問 団派 通補 助金　　　　　　　　 1，500 ，0 00

3 負 担金 320 ，000
1 語 学講 座 参加 者負 担金　　　　　　　 320 ，㈹ 0

（英語 8，000×20人＝160，000、中国語 8，000 ×20人＝160，000）

4 雑　 入 1，000 1 預 金利 子　　　　　　　　　　　　　　 1，0 00

5 繰 越金 1，142 ，6 00 1 前 年度 繰 越金　　　　　　　　　　 1，142 ，6 00

合　 計 4，250 ，600

項　 目 当初予 算額 説　　　　　　　 明

1 会 議費 50，000 1 総 会、 理 事会 、運 営部 会

2 報 償費 80，000 1 慶 弔費 、 講演 会謝 礼等

3 事 務費 300 ，000

1 消 耗 品費　　 感熱 紙、 フ ロ ッピー他 100 ，0 00

2 通 信運 搬 費　 切手 、 ハ ガキ　　　　 130 ，0 00

3 印刷製 本 費　 封筒 他　　　　　　　　　 70，0 00

4 事 業費 3，55 0，000

1 会 報 の発 行 （4 回）　　　　　　　　 250 ，0 00

2 語 学講 座 （中国語 ・英 語） の開催　　 500 ，0 00

3　日本語 講 座 の開催　　　　　　　　　　 900 ，0 00

4　ボ ラ ンテ ィア養成 講座　　　　　　　 100 ，0 00

5 各 種 団体 との提携 事業　　　　　　 180 ，0 00

6 友 好 都市 交流 補助 事業　　　　　 1，500 ，0 00

7 来 訪者 歓 迎事 業　　　　　　　　　　 120 ，0 00

5 予 備費 270 ，600 1 予 備費　　　　　　　　　　　　　　　 270 ，6 00

合　 計 4，250 ，600



ＵＩ ＦＡニュース（3）

轟

遍

削

嘗

協

昏

喝

軍
功
錦
腐
勒
師
魯
帥
魯
重
層
肺
患
曹

皆
様
の
奉
加
・
ご
協
力
を

い
ま
す

啓
発
・
研
修
事
業

①
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行

約
五
〇
〇
部
を
発
行
し
、
会

員
の
皆
様
お
よ
び
関
係
団
体
な

ど
に
お
配
り
し
ま
す
。
年
四
回

の
発
行
を
目
指
し
、
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

当
ニ
ュ
ー
ス
は
、
全
員
の
皆
様

と
協
会
が
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
場
で
す
。
当
ニ
ュ
ー

ス
や
国
際
親
善
に
関
す
る
こ
と

で
、
体
験
談
や
ご
意
見
な
ど
、

掲
載
し
て
ほ
し
い
記
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
当
協
会
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

②
語
学
講
座

中
国
語
（
初
級
‥
定
員
二
〇

名
）
、
英
語
　
（
初
級
‥
定
員
二

〇
名
）
　
の
二
コ
ー
ス
を
実
施
し

ま
す
。中

国
語
、
英
語
の
語
学
力
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
以
外
に
、

講
師
と
受
講
者
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
非
常
に
楽
し
い

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
、
平
成
十
一
年
十
月

か
ら
平
成
十
二
年
三
月
ま
で
、

合
計
十
六
回
実
施
し
ま
す
。
会

費
は
、
会
員
の
皆
様
は
八
千
円

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ

り
（
十
月
頃
発
行
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

当
協
会
が
め
ざ
す
市
民
の
草

の
根
交
流
の
核
と
な
る
人
を
養

成
し
、
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
様
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
国
際
交
流
に
興
味
を
持
ち
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
時

の
心
が
ま
え
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
初
歩
的
な
講
座
で
す
。

今
後
、
参
加
者
枠
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
開
催

時
期
は
平
成
十
一
年
十
一
月
、

合
計
三
回
実
施
し
ま
す
。
会
費

は
、
会
員
の
皆
様
は
三
千
円
で

す
。
詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ
り

（
十
月
頃
発
行
）
　
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

交
流
推
進
事
業

①
訪
問
団
派
遣
・
受
入
れ
事
業
協

力

宇
治
市
で
は
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
国
際
感
覚
豊
か
な
市
民

を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界

平
和
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
を
大
き
な
目
標
と

し
て
国
際
交
流
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
現
在
宇
治
市
が
友
好

都
市
盟
約
を
結
ん
で
い
る
都
市

は
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、
成
陽

市
お
よ
び
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の

三
市
で
す
が
、
両
市
民
間
相
互

の
交
流
活
動
と
し
て
主
に
双
方

か
ら
の
訪
問
団
派
遣
・
受
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
協
会
で

は
こ
れ
ら
の
派
遣
・
受
入
れ
事

業
を
可
能
な
限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。宇

治
市
か
ら
の
訪
問
団
は
、

友
好
都
市
の
人
々
に
い
つ
も
大

歓
迎
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
治
市
を
訪
問
さ
れ
た

人
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー

で
歓
迎
の
意
を
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
と
は
、
昭

和
六
十
一
年
四
月
に
友
好
都
市

盟
約
を
締
結
し
、
こ
れ
ま
で
に

二
十
二
回
、
一
三
〇
人
近
い
市

民
が
相
互
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
残
念
な
が
ら
ス
リ
ラ

ン
カ
の
国
情
が
不
安
定
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ヌ
ワ
ラ

エ
リ
ヤ
市
へ
の
公
式
訪
問
団
派

遣
事
業
は
中
断
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
幸
い
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
域
で
は
事
件
等
も
発
生
し
て

い
な
い
の
で
、
訪
問
団
派
遣
が

再
開
さ
れ
る
日
も
そ
う
遠
く
な

い
と
患
い
ま
す
。

成
　
陽
　
市

威
陽
市
と
は
、
昭
和
六
十
一

年
七
月
に
友
好
都
市
盟
約
を
締

結
し
、
こ
れ
ま
で
に
四
十
五
回
、

六
五
〇
人
近
い
市
民
が
相
互
に

訪
問
し
て
い
ま
す
。

両
市
の
公
式
訪
問
団
の
派
遣
・

受
入
れ
に
当
た
り
、
両
市
間
で

次
の
と
お
り
取
り
決
め
を
行
っ

て
い
ま
す
。

宇
治
市
か
ら
成
陽
市
へ
の
訪

問
団
二
二
ケ
年
度
の
う
ち
、
二

ケ
年
度
訪
問
団
を
派
遣
す
る
。

（
派
遣
人
数
二
一
十
人
）

成
陽
市
か
ら
宇
治
市
へ
の
訪

問
団
＝
毎
年
、
受
入
れ
を
行
う
。

（
派
遣
人
数
‥
五
人
）

－
ヵ
ム
ル
ー
フ
牒
匝

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
は
、
平

成
二
年
七
月
に
友
好
都
市
盟
約

を
締
結
し
、
こ
れ
ま
で
に
七
十

五
回
、
九
五
〇
人
近
い
市
民
が

相
互
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

両
市
の
公
式
訪
問
団
の
派
遣
・

受
入
れ
に
当
た
り
、
隔
年
ご
と

に
訪
問
・
受
入
れ
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

②
中
国
帰
国
子
女
日
本
語
基
礎
講

座
の
開
催

中
国
か
ら
の
帰
国
者
を
対
象

と
し
た
日
本
語
基
礎
講
座
を
開

催
し
、
語
学
力
の
向
上
と
友
好

を
深
め
て
い
ま
す
。
中
国
か
ら

の
帰
国
者
は
、
日
本
で
生
活
す

る
上
で
日
本
語
に
大
変
苦
労
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
当
講
座
は

こ
う
し
た
人
々
の
生
活
を
助
け

る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
平

成
十
一
年
四
月
か
ら
平
成
十
二

年
三
月
ま
で
、
平
盛
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
開
催
中
で
す
。

①
カ
リ
ブ
大
学
市
民
留
学
生
の
派

遣
協
力

宇
治
市
か
ら
派
遣
す
る
カ
リ

ブ
大
学
市
民
留
学
生
に
対
し
て
、

当
協
会
が
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
留
学
生
は
、
青
少
年
親
善

友
好
大
使
と
し
て
カ
ナ
ダ
で
生

活
す
る
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。

▲中国語語学講座
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豆
も
哉
彗

「
威
陽
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を

贈
る
会
」
は
、
宇
治
市
が
中
国
陳

西
省
の
第
二
の
都
市
で
あ
る
成
陽

市
と
友
好
都
市
盟
約
を
結
ん
だ
十

周
年
を
記
念
し
、
一
九
九
六
年
に

市
民
有
志
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
は
現
在
、
経
済
的
に
目
を

見
張
る
勢
い
で
発
展
し
て
い
ま
す

が
、
内
陸
部
の
農
村
地
帯
や
山
岳

地
帯
で
は
、
貧
困
の
た
め
に
学
校

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

が
ま
だ
ま
だ
数
多
く
い
ま
す
。
宇

治
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
成
陽
市

も
同
様
で
、
こ
う
い
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
本
を
贈
り
少
し
で
も
教
育

に
役
立
て
ば
…
と
い
う
の
が
「
成

陽
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を
贈
る
運

動
」
　
で
す
。

こ
の
運
動
は
今
ま
で
に
三
回
行

わ
れ
、
教
育
施
設
に
恵
ま
れ
な
い

十
四
の
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に

合
計
七
二
〇
〇
冊
余
り
の
教
育
図

書
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
本
を
贈
ら

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
変
喜
び
、

本
を
贈
ら
れ
た
方
に
お
礼
の
手
紙

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
昨
年
度
は
市
民
有

志
の
訪
問
団
に
よ
っ
て
二
中
学
校
・

四
小
学
校
に
直
接
届
け
ら
れ
、
贈

ら
れ
た
真
新
し
い
本
を
見
た
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
澄
ん
だ
眼
が
、

昨
今
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
そ

れ
と
大
き
く
違
っ
た
と
、
訪
問
団

員
の
皆
様
全
員
が
、
感
想
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

目
下
、
同
本
を
贈
る
会
で
は
、

今
年
度
も
九
月
頃
の
贈
呈
実
施
を

目
指
し
て
、
第
四
回
目
の
カ
ン
パ
・

募
金
活
動
を
展
開
中
で
す
。

一
口
五
〇
〇
円
で
、
用
意
さ
れ

て
い
る
ラ
ベ
ル
に
自
分
の
名
前
を

書
き
、
贈
呈
の
た
め
の
訪
問
団
が

上
海
で
直
接
購
入
し
た
本
に
そ
の

ラ
ベ
ル
を
一
枚
ず
つ
貼
り
、
成
陽

市
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
ら
れ
ま
す
。

皆
様
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
が
、

成
陽
市
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

大
き
な
役
に
立
ち
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
交
流
も
当
協
会
の
大
き
な
活

動
目
標
の
ひ
と
つ
で
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

「
威
陽
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を
贈

怒宇治市和成隔市人民永遠友好下去 ！

贈送者

＜本書是大家共同之読物，注意清清＞

▲　このラベルを本に貼り、威陽市に送ります

る
会
」
　
（
代
表
…
上
林
春
松

事
務
局
…
宇
治
市
宇
治
妙

楽
三
八
　
℡
〇
七
七
四
・
二

二
・
二
五
一
三
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヽ

よ　も　こ　貴方
会ろ、れ　は　は平

Ｕ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ニ
ュ

ー
ス
二
十
一
号

を
お
届
け
し
ま

す
。滞

り
が
ち
で

あ
っ
た
本
誌
を
、

年
三
～
四
回
発

行
し
よ
う
と
い

′‾

ｌ　これから暑い季節になりますが、
ｌ　おいしいアイスティーを作ってみま

せんか？

紅茶はカフェインが少なく、体に

よいビタミンＢ2などが多く含まれ

ています。砂糖の代わりに蜂蜜を入

れて飲むと美容と健康にもいいそう

です。

お　い　し　い

はいかが？

①濃いめのホットティーを作ります。

②適当なグラスにたっぷりと氷を入

れます。

③五分はどおいたホットティーに砂

糖を多めに入れて溶かし、氷の上ｉ
から直接注ぎます。

ｉ④お好みに応じて、ミルク・レモンＩ

ｌ　を入れます。　　　　　ｌ

＼

う
こ
と
に
な
っ

た
の
が
、
昨
年
の
総
会
後
の
第
一

回
運
営
委
員
会
の
席
上
。
編
集
長

は
運
営
委
員
が
交
代
で
受
け
持
つ

こ
と
、
サ
イ
ズ
は
従
来
の
Ｂ
5
判

を
Ａ
4
判
に
改
め
る
、
内
容
も
充

実
し
た
も
の
に
す
る
、
と
い
う
こ

と
で
新
生
第
一
号
（
十
八
号
）
を

発
行
し
た
の
が
七
月
。

本
号
が
初
年
度
の
最
終
号
に
な

る
の
か
、
新
年
度
の
初
号
に
な
る

の
か
は
別
に
し
て
、
編
集
を
担
当

し
た
委
員
、
事
務
局
各
位
の
努
力

に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
目
的
に

到
達
し
た
こ
と
を
自
負
す
る
次
第
。

こ
の
度
、
親
善
協
会
創
立
以
来
、

会
長
を
つ
と
め
て
い
た
だ
い
た
谷

岡
氏
が
ご
勇
退
、
新
会
長
と
し
て
、

前
市
長
の
池
本
正
夫
氏
を
迎
え
、

運
営
委
員
も
女
性
メ
ン
バ
ー
を
加

え
て
一
新
。
更
に
読
み
応
え
の
あ

る
内
容
で
み
な
さ
ん
に
情
報
を
提

供
す
る
意
気
込
み
で
、
予
定
通
り

の
発
行
に
務
め
る
所
存
で
す
。
ご

期
待
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
上
林
）
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